
自他の生命と人権を尊重し ねばり強くたくましい、心豊かな生徒の育成 

   み → 自ら学ぶ生徒      な → 仲間と学び合う生徒 

   み → 認め合い支え合う生徒  が → がんばり努力する生徒 

   お → 己を大切にできる生徒  か → 体と心を鍛える生徒 

 

  

 

 

 

 

★家の方と一緒に読んでください 

 

 

 
 
  

 ２学期の振返りと締めくくりの終業式で各学年委員長さんが「代表のことば」を述べてくれま

した。新しい生活様式が定着した学校生活の中でも、主体的に仲間と認め合い支え合い成長して

いる生徒たちの姿はとても頼もしく感じられました。これまで支えていただいた保護者、地域の

皆様に心から感謝いたします。 

 

            みなさん、２学期おつかれさまでした。２学期を振り返って感じたことは２つあ
ります。１つは、生活についてです。１学期と比べると中学校生活に慣れてきて、リラックスしていたと思いま
す。その分、行事などでの積極性が見られ、みんなが協力していると感じることが増えました。２つめは、行事
についてです。体育の部では、中学生になって初めて２，３年生と合同でやるイベントで、緊張している人が多
かったのが印象的でした。でも先輩たちがいろいろ説明してくれたり、優しく声をかけてくれたおかげで少しず
つなじんでいき，最後には全力を尽くすことが出来て良かったと思いました。文化の部では、クラス全員で１つ
の芸術を創り上げるということで、張り切っている人が多かったです。リーダーを中心に、みんなで話し合って
いる姿は、どのクラスもすてきだなと思いました。本番はあまり上手くいかなかったなど反省点もあったけれど、
また来年のために前を向いて考えている姿がかっこいいなと思いました。２学期は例年通りいかなかったものの、
最後までやりきることができて良かったです。生活面では自分達の中で反省点や改善すべき点もありました。３
学期はその改善点を生かして、行動１つ１つにメリハリをつけて最後には「楽しい１年だった」と思えるように
しましょう。 
 

 

            今学期は翔丘祭があって、忙しい時間を過ごすことが多かったので充実した２学
期を送れたと思います。クロムブックが支給され、できることが多くなった反面、使うときのルールなど見えて
きた課題もあると思います。また翔丘祭体育の部では２年生は初めてだったこともあって楽しさと緊張があった
と思います。その中でも学年関係なく全体で団結することができてとても感動しました。文化の部では各クラス
初めて見るような別々の輝きをしていて、すばらしい文化の部でした。このように２学期は初めての行事がたく
さんで新しい一歩を踏み出した学期でした。ですが新しい一歩を踏み出すのと同時にいろいろな課題も見えてく
るような学期でした。例えばこの学年は、まだ学校行事や委員会活動をいつもの形で行うことができておりませ
ん。翔丘祭は３年生がいたからこそ一緒に取り組むことができましたが、来年度からは私たちが３年生になり最
上級生として学校を引っ張っていかなければなりません。そして受験生になり勉強に費やす時間も増えていきま
す。来年度も充実した生活を送れるように日頃からこのことを意識して生活していこうと思います。 
 

 

            もう今年も終わりに近づいてきましたが、我々３年生は現在、新たな道へ進むた
めの準備をしているところです。２学期には３年生最後となる翔丘祭体育の部、文化の部がありました。今年の
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＜保護者の皆さまへ＞ ・・・心豊かで、たくましい こども達の成長を願って・・・ 
 
冬休み中、お子様の健康観察を引き続きお願いいたします。ご心配なことがありましたら学

校にご連絡ください。 
 
 11月16日に通知させていただきましたように 

冬季休業中の学校閉庁日は、12月28日(火)と1月4日(火)の２日間になります。 

  ※12月29日（水）～1月3日（月）までは年末年始の休日となります。 

緊急時の連絡先 教育指導課℡０４６３－８４－２７８６ 

  災害や事故等緊急の場合は、教育委員会教育指導課までご連絡ください。           

※お電話は8時30分から17時15分の間にお願します。 

翔丘祭は３年生が２回目、１，２年生が初めてという異例の翔丘祭でした。１，２年生はもちろん、後輩を引っ
張っていく３年生にも不安があったと思います。そんな中でも、３年生は的確な指示をし、指示通り動いてくれ
た１，２年生のおかげで無事に翔丘祭を終えることができたことをうれしく思います。体育の部では、ブロック
が本当に一丸となり、練習から本番までの全てに、勝利を勝ち取るため心血を注いでいたのがとてもよかったと
思いました。でも僕が最もよいと思ったところは、学年問わず自分のブロックを応援していたところです。体育
の部は後輩とのつながりを強く感じさせてくれました。文化の部では、歌にクラスごとの特色がでていて、どの
クラスの歌も本当にきれいだったので、そのクラスがどんな工夫をしてどのような努力をしたのかが分かり感動
しました。結果が発表されたとき、賞をもらったクラスはクラス皆で喜び、賞をもらえなかったクラスは本気で
悔しがっていました。その光景を見て僕は一曲の歌にこんなに気持ちが込められるのはすばらしいことだなと思
いました。文化の部は、人が心を込めた分だけよりよい作品ができるということを教えてくれました。この２つ
の行事を通して、１，２年生は３年生からのバトンを受け取り、とてもたのもしくなったように思います。１，
２年生には、全ての人の心をゆさぶるこの翔丘祭を受け継ぎ、ずっと続けていってほしいと思います。３年生の
前には、これから大きな壁が立ちはだかると思いますが、自分が納得できるまで努力し、悔いを残さないように
していきましょう。１，２年生はこの学校を支えていくためにこれからもがんばってください。 

 

        

       ８月３０日から始まった２学期が今日で締めくくりとなります。夏休み中からの新型コロナウ
イルス感染拡大により、午前日課・短縮授業でスタートした２学期、様々な学校行事がやむなく中止、延期とな
りました。しかし、保護者、地域の方々の支えを受け、そして、生徒のみなさんの「主体変容」の前向きな取り
組みのおかげで、創立４０周年記念の翔丘祭体育の部や文化の部をはじめ、諸活動を安心安全に実施することが
できました。改めてみんなで力を合わせ、学び合い、認め合い、支え合うことの大切さを実感しました。３年生
のみなさんのリーダーシップによって、南が丘中学校４０年の伝統を見事に引き継ぐことができました。そして、
これからの新しい一歩に弾みをつけることができました。１，２年生のみなさん、３年生が引き継いできた南が
丘中学校の伝統をしっかりと受け止め、来る３学期にさらにステップアップしていきましょう。そして、３月に
巣立っていく３年生をみんなで応援し「ありがとうと笑顔のあふれる南が丘中学校」を目指していきましょう。
一人ひとりが小さなチャレンジの積み重ねを大切にして、未来の自分を創り出していきましょう。この２学期、
私たち一人ひとりが今ある環境の中で「主体変容」を心掛け、大切な人の命を守り、医療従事者の方たち、地域
の安全を守るためのサポートをしていただいている方たちへの感謝の気持ちを忘れずに、みんなで支え合い、ね
ばり強く成長してきました。２０２２年、令和４年が、さらに成長できる年となるよう、引き続き健康、安全に
気をつけて、充実した年末年始を送りましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校長から 

この学校だよりは、カラー版で秦野市立南が丘中学校ＨＰにアップしてあります。ご覧ください。 


